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コンクリーt･ダムの施工機械として,ケーブルクレーンは最も有効な機械である｡打設能力をあげ
るために,巻上能力ほ大きくなり,運転速度はスピードアップされた｡従来から使用したボタンロープ

式キャリヤほ高速(300叫min以上)で横行すると破損がはなはだしく,安心して使用できないこ各国

ともキャリヤの改良に苦心しているが,まだ完全なものはできていない｡

本文は日立製作所の新型高速キャリヤにつき詳しく述べている｡これはロープ牽引式キャリヤでいか

なる高速運転でも,無衝撃で,部品の摩耗がなく,動作も確実な画期的の改良である｡

最後に最近の成果として,今春完成した記録製品,田子倉ダムの25t x600m高速ケーブルクレーン

について,詳細に説明している｡

進*

〔Ⅰ〕緒 ロ

日本における,コンクリート･ダム建設事 は,最近

急速むこ発展し,今やその成果ほ世界的水準をしのぎつつ

ある｡これには工事用建設機械の改良進歩によるものが

多く,大規模なダム工事が驚くべき短時日に完成される

に至った｡ケーブルクレーンはダム･コンクリート施工

機械として最も重要な機械で,その性能の良否は工期に

も関連するから,計画の当初から慎重に検討されなけれ

ばならない｡

打設能力をあげるためには,大型でしかも高性能のケ

ーブルクレーンが要求される｡日立製作所では195ア年春,

田子倉ダムのコンクリート施工用主機とし[て,25t x

600m高速ケーブルクレーン1台を完成した｡本機は規

模の大きいことはもちろん,そのすぐれた性能とともに,

世界記録的製品である｡本稿は高速ケーブルクレーンの

問題点,特に高速キャリヤの改良について論述し,あわ

せて上記の高速ケーブルクレーンの概要を記述すること

とする｡

〔ⅠⅠ〕打 設 能 力

打設能力を増すためには,どのような方法がよいであ

ろうか｡それには次の 項が最も重要である｡

(り 台数とバケツ容量

同一地点では設置台数を増すことは,互いの干渉のた

め必ずしも台数に比例した効果ほ望めない｡同一レール

上に2台までならよいが,それ以上になると1台あたり

の稼動率が低下する｡

容量,すなわちコンクリート･バケットの容積を増す

ことは最も効果的である｡現在では6m3が最大で,そ

れより大型のバケットはまだ使われていない｡

(2)運転速度

運転速度を増すこともまた効果が大きい｡高速となる

*
日立製作所亀有工場

第1図 完成せる′ト河内ダムの全景

と電動機も大型となり,速度制御も複雑となる｡大型機

の巻上,横行ウインチは直流電動機で駆動され,ワード

レオナード方式で,その特性に合致した理想的制御が行

われている｡現在25t機では巻上ウインチは全負荷巻下

時160mノmin,軽負荷(空バケット時)巻上時200m/min,

横行ウインチは全負荷時500m/min の速度が実用され

るようになった｡

このような高速運転を行う場合にほ,従来から使用さ

れてきたボタンロープ式キャリヤでは全速横行時の衝撃

によって,キャリヤ装置の損 が速度の二乗に比例して

増し,はなはだしきほ破損部品の落下によって危険をも

伴うこととなるので,いつそう安全な方式に改良する必

要がある｡

(3)機外遠方操作

運転室の位置選定も重要な 項である｡操縦者は常に

作業地域全部が直視可能なことが望ましい｡しかし打設

ブロックによっては障害物にさえぎられて見えない場合

も多い｡これに反してバンカー線は一定であり,しかも

ここで毎回コンクリートの受け渡しをするのであるか

ら,運転室の位置はバケットがここに着岸するのが,完

全に正視できる地点を選ばねばならない｡通常バンカー
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第2図 トランスファーカーとコンクリー

ト/てケット(田子倉ダム)

線の延長線上の一瓜,上流側か,

最もよい｡そこでこのように機外

F流側かに決めるのが

り遠方操作を

行うためには･.この運転室内に操作器具,表示器,信号

装置,計器などを完備しなければならない｡

(4)トランスファー･カー

ケーブルクレーンのバケットは,バンカー線上におい

て,毎回つり替えられていたが, 搬車上の操作に少なか

らざる時間(約20～40秒)を要するので,トランスファ

ー･カー方式のカが能率があがる｡この方式ではパケヅ

トは常にケーブルクレーンのフックに同定されたままで

よいから,着岸より糾発まではわずかな時間(

ば10秒くらい)でよい｡この作

練すれ

を最も円滑に行うため

には,前記のように運転室の位置を決めねばならない｡

(5)運転保守

クレーンは

守面より

転しやすいことはもちろんであるが,保

故がなく,摩耗や損傷部分がないことが望ま

しい｡点検･保守が簡易なことほ稼動

想としては,ダムコニ

をよくする｡理

期間中は部品の取り帝えも不要で,

常に確実な動作をすることが望まれる｡

以上諸項についてほ,筆者はさき

分もあるので(1)詳記しないが,(2)

コし.
‖で

上山一∵一印

本に 部たし

転速度についてほ

ある｡すなわちスピードアップについて派

生的に起きたボタンロープ式キャリヤの破損による頻発

故は難問題で,その解決には少なからざる犠牲を払つ

たので,これに焦点をあわせて最近の成果を発表したい｡

〔ⅠⅠⅠ〕無衝撃キャリヤ

(り 問題の焦点

ケーブルクレーンは長径聞(300～600m)であるから,

巻上ロープほそのたるみを除くためにIロリとの問を数

個のキャリヤによって支持される｡このキャリヤを常に

等間隔に配置するために,従来のケーブルクレーンでは

必ずボタこ/ロープが使用された｡しかるに横行速度のス

ピードアップにしたがって,ボタンロープ式キャリヤで

ほ横行時の衝撃(全速で横行中のトロリ上のキャリヤが

一瞬にして,ボタンによってつり出されるかまたは配置

されたキャリヤが瞬時にIロリ上にすくい上げられると

きの衝撃)のため,キャリヤ装置の摩耗･損傷は避け得ら

れなかった｡横行速度がスピードアップされ300m/min

以上の高速になるに伴って事故もますます頻度を加え敵

損部品の落下によって,直下にいる作業者の危険を伴う

結果ともなる｡これは日本ばかりでなく,欧米でも同じ

ように問題視され,各国の当事者の焦点が期せずして,

高速キャリヤの改良の一点に集中されたのほここ数年間

のことである｡

アメリカでほ新機軸のロープエンジン式トロリが試み

られた(2)｡この方式は,トロリ上に巻上ドラムを設けて,

バケットの昇降を行うものである｡巻上ドラムは,エン

ジンタワー上の巻上用エンドレス,ウインチのロープで

駆動される方法である｡この駆動ロープi･ま,巻上ドラム

とのすべりを防ぐため,常に高張力で張られているので,

長径間でも挨みが少なく, 中のキャリヤを必要としな

い｡この方式は高速運転用として機構上よい着想である｡

しかし,トロリ部分の自重が過大となること,巻上駆動

ロープの しいことなどの理由で,期待し

た成果は得られなかったと聞いている｡

またこれとは別にPine Flatダムでは摩擦駆動式キ

ャリヤによって,横行速度2,000ft/min(≒600m/min)

までスピードアップして成果をあげたと報ぜられた(3)｡

この機械ほ,その後日本に輸入され,佐久間ダム用主機

として使用された(今回ほさらに田子倉ダムの補助機

として転用されている)｡その稼動実績は無衝撃で,スピ

ードアップにはかなっているが,位置のすべりが多いの

で,たびたび修正を必要とすること,複雑な機構のため

調整がむずかしいこと,部品損耗のため少なからざる予

備品を必要とするなどの点もあげられている｡

ドイツではPohlig杜が,スイスのOberaarダム工

事用として,20t x325m ケーブルクレーンに特殊な固

定式キャリヤを用いたが,横行速度は300m/min が限

度で,それ以上は困難であった｡また同じく Sambuco

ダムの10tx350m(横行速度300m/min)とMauvoisin

ダムの20t x514m ケーブルクレーン(横行速度 360
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第3図 摩擦駆動式キャリヤ(藤原ダム)

m/minにはLambert式を改良して高速用を造った｡こ

れは横行ロープによる摩擦駆動式であるが,さらに補助

ロープで 生させる複雑な機構である(4)｡

日本でも同じ目的の試みが同じころに 施された｡す

なわち糖平ダムの18t x360mケーブルクレーン(横行

速度420m/min)には横行ロープによる摩擦駆動式キャ

リヤが付けられた(5)｡

日立製作所でほ1932年より高速ケーブルクレーン用キ

ャリヤにつき独白の研究を進めた｡従来のボダニ/ローフ

式でほ,キャリヤが静止から全速へ,または全速から

止へ,瞬時に移るので衝撃は避け得られないことに着目

し,キャリヤがトロリと常に一定比の関

う方式を考案し, ロ式動駆擦

した運動を行

ープ牽引式の二程のキ

ヤリヤを設計,試作した｡これらを当時稼動中のケーブ

ルクレーンに取り付けて比較研究した｡

(2)どの方式が成功したか

(A)摩擦駆動式キャリヤ

藤原ダムの13.5tx323mケーブルクレーンは,戦後

最初の大型高性能クレーンである｡巻上,横行ウイン

チには,直流 動機を用いて,ワードレオナード制御

を行い,巻上ウインチほ全負荷巻下125rn/皿in,軽負

荷巻上180m/minの高速としたが,

横行速度は250Ⅱ1/minにとどめた｡

これはボタ∴/ロープ式キャリヤでは

高速でほ部品の破損が増すので,こ

れ以上速くしなかった｡その後試作

の新形摩擦式キャリヤができたの

で,ボタンロープ式を取り替えて稼

動状況を調査した｡

このキャリヤほ†ロリの前後に2

個宛配置され,それらはトロリと塔

との間を常に等間隔に区分して走る

ように製作した｡キャリヤは2組4

個の車輪を有し主索上を走る｡動力

壬索テープア･ソ丁

1367

ほ横行ロープより挟圧シープを経てチューンによって

車輪に伝えられる｡車輪が主索とすべらないように上

下の車輪は主索を挟圧する構 である｡キャリヤまた

ほ†ロリが互いに接触した場合は自動的にクラッチが

ゆるんで,不当な衝突をしないような安全装置も設け

J･-
ノ｣c

主索,横行ロープほロープ油を十分に ってあるの

で車輪,シープがすべり,運転中に位置がくるってく

る｡横行両端近くでは,主索の傾斜が急となりすべり

が多く,数時間ごとに調整しなければならなかった｡

の部品ほ摩耗のため途中で取り替えた程度

で,たいした事故はなかったので,この装置はそのま

ま残してダム完成の最後まで使用された｡

(B)ロープ牽引式キャリヤ

この装置は作用としては,前記摩擦式と同じく,ト

ロリと塔との間を 間隔に走るものであるが,キャリ

ヤごとに備えた専用のロープで牽引されて走る新型キ

ヤリヤである｡したがってキャリヤ自体の構

って簡単で,なんら調整を要しない｡

ほいた

東京都水道局,小河内貯水池のダム工事用｢たま号｣

25tx418mケーブルクレーン(横行速度370mノmin)

は1954年2月25日より稼動した｡本機は当初ボダニ/ロ

ープ式キャリヤを使用したが,高速で横行するため,

ボタンロープの消末毛が早く,キャリヤ装置の保守に困

ったので,同年7月28日新形牽引式キャリヤと取り替

えるとともに,横行ウインチの駆動ドラムにキャリヤ

ロープ用シーブを2個取り付けた｡そのシープの直径

とウインチの胴径との比を1:2:3 とし,トロリの前

後に配置された各2桂のキャリヤのロープをこれにエ

ンドレスにかけた｡試験の

めた｡試放でほ横行速

呆は非常に好成績をおさ

を535m/皿in までスピード

アップしたが,衝撃･振動･異音･発熱部分はまったくな

く,円滑な運転をすることを確めた｡キャリヤはキャ

リヤロープに固定されているから,キャリヤロープと

βキャリヤ

拳闘
エンジンタワー

第4図｢たま号｣高速ケーブルクレーンのロープ牽引式

キャリヤ説明図
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第5図｢たま号｣のロープ牽引式高速キャリヤ

横行ロープとの関係すべりがないかぎり正確である｡

正常運転なれば,特にキャリヤの位置の修正は必要が

ない｡またトロリを塔付近まで横行させれば自動的に

位置の誤差は修正されるから修正も簡単である｡この

装置ほ以来無事故でよく稼動し,約1,000,000m3以上の

コンクリートを打設して小河内ダムは本年完成した｡

また中部電力株式会社,井川ダム用10t x320m高

速ケーブルクレーン(横行速度350m/min)は最初か

ら,この新しいキャリヤ方式を採用した｡本機は1956年

4月より運転を開始し,1957年春ダム完成まで,無事故

で能率よく稼動し,打設記録1,700In3/day(3m3バケ

ット,20時間稼動)を出し,非常に好成績をおさめた｡

(C)最もすぐれたキャリヤ

実験の結果をまとめると･弟l表に示すとおりであ

る｡本義ほ,能力25t,径間500～600mの高速ケー

ブルクレーンを基準にとった場合の比較である｡ボタ

ンロープは,従来の経験より割り出したものを記入し

たものである｡本義で明らかなとおり,ロープ牽引式が

最もよいことがわかる｡この方式によると,主トロリ

にキャリヤ集放

装置(ボダニ/ロ

ープ式キャリヤ

の場合に必要で

あった部分)が

不要になるので,

主†ロリの自重

が著しく軽減さ

れたこと(25t

機で約1,700kg

軽くなった)も

大きな収獲であ

る｡

この新型キャ

リヤの完成によ

第2表

第1蓑 キャリヤ方式比較表

って,高速ケーブルクレーンの最も大きな障害が解決

されたので,横行速度の上昇には機構上なんらの制約

がなくなり,600m/minまたはそれ以上どんな高速に

も,なんらの懸念なく適用することができるようにな

った｡しかしケーブルクレーンの径間ほ,ダムの規模

･経済的運搬距離･主索の強度などを考慮すると600

mくらいが限度ではないかと考えられる｡したがって

横行速度も実用的にほ600m/皿in くらいが最高で,

1,000m/ninにもスピードアップする必要は当分ない

ものと思う｡

この新型キャリヤは上記のように非常な好成績をみ

たので,以後の日立高速ケーブルクレーンにはすべて

この方式を用いている｡

〔ⅠⅤ〕田子倉ダムの25t高速ケーブル

クレーン

(り 田子倉発電所計画概要

田子倉発電所は只見川電源開発計画の最大地点で,福

島県南会津郡只見村田子倉地内において,只見川本流を

横断して,コンクリートダムを築造し,直下の発電所に

日立高速ケーブルクレーン製作年表

名
高
長
校

点

休

地
盤
堤
堤

型
巻
バ

経
絡
主

能上

井川

100

240

367,000

田子倉】黒部紆四
145 1 186

式

力(t)

畳容ツケ

索 直

､‥l‥:､

問(m)

程(m)

径(mm)

速

全負荷巻上(m/min)

全負荷巻下(皿/m王n)

軽量荷巻上(mノmin)

横 行(m/min)

走 行(m/min)

作 年 次 1953

FRH-SC!FRH-TC
10

l

製作中

嘗二
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第6図

導入して,最大使用水量420皿3/s,基準落差105Inを

得て最大出力380,000kⅥrの発電を行うものである｡

田子倉ダムの諸元

型 式 直線重力式越流型可動扉付コンクリートダ

ム

基礎地質 石英粗面岩

堤 高145皿

堤頂長 477m

墳体容積1,920,000m3

洪水吐 ダム越流式

グー† 幅12.5m 高8.3皿 4門

放流路 ダム堤内路内径1.5mx3本

この計画の主要工事量は,掘削1,146,000m3 コンク

リート打設2,070,000m3で,工期は掘削完了1957年,

コンクリート打設完了1960年7月である｡コンクリート

打設は最盛執こおいて月平均130,000m3,日平均5,500

m3(最大6.500m3)が予定されている｡これらの工事

量を消化するため仮設備も次の2系統にわけて施工され

る｡

左岸のプラントは,ダムのA,Bブロック打設を目的

として,700t/b骨材プラント,112sx4バッチヤーフ

ラント6m3トランスファーカー(2台),25tケーブ

ルクレーン(2台)が配置された｡

仮 設:備 配 置 図

第7図 田子倉ダムの左岸仮設備

右岸のプラントほダムのB,Cブロックおよびエプロ

ン,発電所,放水路などの打設を目的として,300t仙骨

材プラント565×4バッチヤープラント7tおよび5t

ディーゼル機関車,13.5tケーブルクレーン(1台),9t

ケーブルクレーン(1台)が設備された｡

上記25tケーブルクレーンは高速型で,1台はさきに

工 完了した佐久間ダムより移設された｡本機は堵高が

低L･､ので,ダム頂部付近の打設ができないので,新たに本

記の日立製作所製25t 高速型1台が新設された｡この
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第8岡 25t 速 ケ ー ブ ルク レ ー

ン 配 置 図

新設機は塔高各25mで,常用荷重25tでほ径間中央で,

バケット下端がEL503.681mとなりダム頂部EL515.000

mよりもなお11.819m低いので,その部分は打設でき

ない｡よって打上時には3m3バケツを使用して打ち上

げる計画である｡

ケーブルクレーンの主索の最大張力(ガ)は

g= (P十与`ナ′

P:主索上の集中荷貢

分布荷重

主 の径間

主索の才尭度(最大負荷で径間中共にて径間の5%

とする)

で示される｡しかるに3m3バケットを使用すれは集中

荷重が25tの場合よりも約15t軽くなる〕張力ガを同

じとすれば毒尭 ぁほ小さくてよい｡さらにバケツのつり

代を加算すれば,バケツ†の下端が約12.5m上るのでダ

ム前端の打ち上げが可能となる｡

4台のケーブルクレーンは地形に応じてそれぞれ別個

の地点を施工し,たがいの干渉を避けた〕堤休ほ3台の

ケーブルクレーンで次のとおり分担施工する｡

け
∴
す
[
け

1

2

3

ケーブルクレーン

25t高速型(日立

25t高速型(移設機)

13.5t普通型

予定打設量(m3)
950,000

650,000

300,000

計1,900,000
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日召和年次

第9回 田千倉ダムのコンクリート打設計画表祝園

すなわち日立高速ケーブルクレーンは田子倉ダムの主

機として,最も重要な部分を受けもつもので,その活躍

には多大の期待が寄せられている｡

(2)仕様概要

本機は左岸にエンジンタワー,右岸にテールタワーを

配置した両側走行型高速ケーブルクレーンで,その仕様

は下記のとおりである｡

型 式

巻上能力

コンクリートバケット容

径 問

揚 程

横行範囲

FRH-TC

25t

6m3

599.68m

148m

462m

転
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走行足巨離

運転速度

電動機

源

走行塔

巻上(全負荷)

巻上(軽負荷)

巻下(全負荷)

横行

克行

主索テークアップ

巻上

横行

80.5m

125m/min

200mノmin

160m/min

500皿/min

20m/min

6皿/min

300kW DCMx2台

200kW DCMx2台

エンジンタワー走行50kWIMx4台

テールタワー走行 50kWIMx4台

主索チークアップ 15kWIMxl台

対AC3,000V帥～

エンジンタワー テールタワー

(左岸) (右岸)

レール面療高 EL520.01n EL525･Om

塔
レ

ー

ル形式

レール中心距離

レールスパン′

25.Om

5線式

1.511m

16.Om

25.Om

5線式

1.511m

16.Orn

(3)エンジンタワーとテールタワー

エンジンタワーは塔高(レール面から主索文相点まで

の高さ)25皿,レールスパン16mの大いさで,最下段

を機械室とした｡

(A)構造部分

主材はすべて合理的な鋼板熔接構成である､.すなわ

ち主柱はT形.梁ほⅠ形断面で,プ

レーシングにほ形鋼材を使用し,結
:l

合邦は現場で鋲結し,熔接構造とし

たため材料が軽減され,しかも剛性

が増した｡構造部分の主材寸法は,

機械室床を除き,両坊共同一寸法で

同じ断面が使用されている｡塔1頁那

は横行シープとキャリヤ駆動シープ

が取り付けられているので,全高ほ

34.6mとなった｡各堵の背部にはコ

ンクリートバラストが置かれてい

る｡ニのおもりは1箇約3tのブロ

ックに分割して積みあげられた｡塔

~下部は,垂直力は四隅で走行用AB

トラックとピン接合により,また水

平力は塔背部でCトラックと球面で

支持されているから,不当な二次的

応力ほ作用しないし)

(B)機 械 室

機械室はエンジンタワー最~~F段に

ある｡床ほ書面鋼板張りとし,両側

蒔.｢三~酎千
木J錮l〃卜

∵
←
.
■
∴
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｢へ■.
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汗 J肌用
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L
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-､

鉦

｢
ノ

画売電針撲一一三

指針｢ア｢′

1__

担

に主構造物より 2.5m りだしたので,機器の配列が

合理的で保守点検に好都合となった｡櫻ヨ剖ま巻上,横

行ウインチを中心に主電動発電装置を床主材と一体に

結合し,外側に付 設備を配列したミニ保守員の控室は

別仕切りで一段高い位置に設けた｡

2台の10t天井クレーンを完備し,

て,頁量物のH=ノ入れも便利な構

(C)巻上･横行ウインチ

分解･組立のため

床の一部を開放し

である｡

本装置は日立標準H式で,それぞれ別個のウインチ

であるから,両運動は自在に操作できるので,操縦し

やすく,作業能率が高い｡

巻上ウインチ:巻胴は2条の巻上ロープせ伺時に在

毎?10【又125t高速ケーブルクレーンのエソシ‥ソタワー
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第12図 機械室の巻上･横行ウイソチ

右より巻きとり,全路程を2段巻きとした｡減速歯車

ほダブルヘリカル歯車一段減速とし,完全油浴噛合で,

2台の電動機により並列駆動される｡電動機軸にはそ

れぞれ押上機ブレーキがあるが,別に非常用として巻

上ドラムにパソドブレーキを設けた｡このプレユキは

運転中は常に開放されているが,停電時かまたは非常

用押ボタンによって,電動機とは別途に直接巻胴をブ

レーキする二

横行ウインチ:エンドレス駆動式で駆動側は2台の

電動機で一段減速歯車で 転される｡随縦側巻胴軸は

ロープかけに合せて少なく傾斜しているからロープの

摩耗は軽減された｡

(D)走行装置

各塔の垂直力ほA,Bレールで,水平力はCレール

で支持されるニ A,Bレールは複線で,塔の四隅に4

軸8輪トラック,計8×4=32輸,Cレールほ単線で各

6輪トラ･ソク,計6×2=12輪の串輪で走行する｡

A,B線のトラックにはそれぞれ50kW電動機を

備え,2輪4輪をクランク駆動する｡これらの4輪ト

ラックほイコーライザーと球面接合し,イコーライザ

ーと鉄塔とほ2点ピン結合されている｡各車軸はウェ

スト式軸受で完全給油されるから,走行抵抗が少ない｡

C線の6輪トラックは香車輪圧がバランスし,鉄塔

と球面結合であるから,走行運動が円滑である｡

A,Bレールは,一部を取りほずし得るから車輪の

放り替もできる｡Bレールは2号ケーブルクレーン(移

設機)と共用であるが,ほかほ専用にレールが敷設さ

れた｡

走行安全装置としては,走行路末端(上流側)およ

び2号櫻(下流側)と接近したときは制限開閉器で自

動的に停止を行うようにした｡

(4)トロリ装置

(A)鋼 索

本機にほすべて東京製綱製品を使用したこ主索はロ

第39巻 第12号

第13園 エンジンタワーの走行装置

第14図100mm ロックドコイルロ･-一プ(F型)
の断面図

ックドコイルロープでその構造は第14図のとおりで

ある｡

ロックドコイルロ∴一プの仕様

名 称 ロックドコイルF型

直 径100mm

構 造1十60十33･r+39･r+39･Z

十42･Z+48･Z

有効断面積

保 破断力

単位重量

引張試験の

7,039mm2

830t

59.3kg/m

呆は実際破断力875tであった｡この

主索は国産記録品で,荷造重量が40tを越したので,

現地の道路輸送ほ困難をきわめた｡

巻上･横行ロープほフィラ型ロープ6×Fi(29),キ

ャリヤローブほ同じく 6×Fi(25)を使用した｡巻上

用ほ荷重を4本懸とし,左右反対 りのものを配置し

ているから,どんな長い揚程でも荷蚕が回転Lて左右

のロープがからみあう心配はない｡
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第15図 25t高速トロリ

(B)主ト ロリ

主トロリほ16個の車輪を有し,主索上を高速度で横

行する｡各軍輸は2個宛組み合せで,輪圧が完全に均

等になるようなリンク結合である｡本機はボタンロー

プ式でないから,主トロリほ単純な, 快な構造とな

った｡同容量のボタン式のものに比較して,少なくと

も25%以上軽くなっている.二

(C)キャリヤ装閏

高速運転を行うので,前述のロープ 引式無衝撃キ

ヤリヤを用いさらにその駆動方法に改良を加えたので

いつそう軽快となったJ.本機にはトロリの前後に3個

宛のキャリヤを酉己置した｡前記の実験ではキャリヤロ

ープの駆動装置は横行ウインチの駆動輪に取り付けた

が,今r･祁ま各堺の最■■鉛耶の横行シープより駆動するよ

うに改良した｡持にこの横行シープは2m の大径と

桔朽｢インチ

三之:∠シヱユニ

第17図

第16図 無衝撃高速キャリヤ(ロープ牽引式)

したので,キャリヤ駆動シーブの直径もそれに比例し

て大きくなった｡このような配置ほ通過シープの数が

減ると同時に,ロープ自身の曲げ方向も同じになるの

で,ロープの寿命を増す結果ともなる｡またこの横行

シーブの満部には特 のゴムブロックを胱入したので

ロープのすべりを防ぎ摩耗を減少した｡

(D) ロープの配置

各種ロープの配置は弟=7図のとおりである｡主索

の両端ほエンジンタワー側ほ塔頂にピン結合とし,テ

ールタワー側はテークアップ･ロープをこよって塔に連

結されている｡テークアップ･ウインチはテールタワ

ー下段に設置され,主索調整を行う亡､調整後ほロープ

をクリップ止めとし,ウインチ側のロープには張力ほ

かからない｡

巻上ロープは左右2条で,その 端はテールタワー

上のバランスシープで連結される｡

横行ロープは,ウインチの巻胴にエンドレスにかか

り,その一方はガイドシープを径てトロリに固定され

ー プ 配 置 図

ヱ~㌧ 二一三｣
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る｡他方は塔頂の大径シーブを経て反対塔で反転して

トロリに固定される｡

一般に本機のシーブ径ほ鋼索の 線径の1,000倍以

上にしたので,シープの曲げによる疲労摩耗はわずか

である｡

(5)コンクリートバケット

バケツ†はトランスファー･カー用として 作された

二室高速型である｡その外形は楕円形iこ近い形で,3m3

×2窒とした｡クレーンのつりビームで長芋方向の耳部

を2点ロープつりとした｡本器はバンカー繰の岸壁に接

して止めるので,十分がんじような構造である｡したが

ってバケットの自重は,台車_とつり替え式よりも60･～80

%重くなる｡

注記‥同じ6m3バケットでもクレーンの巻上能力が

異なるのは上記の理由による｡一般に6m3ケーブルク

レーンの巻上能力は,台車七つり替え式で15十5=20

t,トランスファーカー式で15+8=23tまたほ15十

10=25tである｡後者はバケットの破損部分の修理

加部の重量が加算されて8+2=10t とした余裕のあ

る能力を示す｡

バケットの開=ほ虻縮空気で行う｡空気は打設地点で

毎回ホースで給気して開口する｡給気側をほずせば自動

的に矧勺の操作弁の作用で,開き側の空気を外気に放ち,

空気槽中の余圧で閉口する｡給気圧は4～5kg/cm2で開

き得る設計である｡

(る)電気設備

(A) 電 源

本棟の電源は走行路上流端にて三相交流 3,000V

50～で給電される｡J低電圧動力ほ機内で400V に変

圧される｡操作阿路ほ直流110V,そのほか!沼明,†言号,

複式逆止弁

第18図 2室高速型コンクリート･バケット

の配管系統図

第39巻 第12号

用ほ単相100V50～である｡集電ほ塔前のカー

テンレールを利用してケーブルで導入される｡またエ

ンジンタワーと機外運転室,テールタワー間もすべて

ケーブル線で連絡されている｡

(B)運転方式

巻上･横行ウインチはそれぞれ2台の直流電動機を

使用したが,本機の 要性にかんがみ,万一一 故の場

合を考慮して各1台宛の予備を備えた｡したがって1

台が故障しても,取り替えに数時間を要するのみでた

だちに全能力 転を続行することができる｡

両ウインチの速度制御はワードレオナード方式を採

川し,それぞれの目的に応じた相性をもたせた｡すな

わち巻上電動機は巻上方向に対しては垂下特性をもた

せて,軽負荷(窄バケット時)巻上速度を定格(コンク

リート満載時)速度の約200%まで高め,空バケット

巻上時間(常用運搬の復帰コース)の短縮を計った.｡

巻下方向に対してほ分巻特性としての加速減速を容易

にかつ安達させたので

横行

搬時間が短縮される｡

動機にほわずかな垂下特性を与え,横行運動

に適した特性をもたせた｡これらの速度制御は,信板

性のある回転増幅機によって,即応性･安定性が付与

されきわめて円滑な運転を行うことができる｡

これらの直流電動機および電動発電機は 続定格

で,強制他力通風であるから十分な容量をもっている｡

行電動機は巻線式連続定格クレーンモータで,全

機は1個の操作スイッチで同時運転を行うが,必要に

応じて,切替スイッチで各塔単独走行もできる｡その

加速は共通のタイムリレーで自動的に行われる｡

(7)遠方操作

て
長
さ
こ
+
ぱ
∵
禦
=
｢
組

ゼ戊フ

第19図

よ =十→1望
十

竺γ1｢
l

X

｣

巻 上 速 度 の 実 測 値

荷重は全負荷(25t)と,空バケット軽負

荷(10t)と,バケットなし(Ot)と各ノ

ッチごとの速度を測定した｡
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テールタワー エンジンクつ-

積行付置

注:矢印は進行方向を示す

第20岡 全負荷横∵行速蛙実測値

本機ほ

て遠方

げあを率能転 るために,常時,機外運転室に

作を行う｡また必要に応じて機械室内で操作も

できる｡機外 転室ほバンカー繰の上流側で,走行路末

端より約100mの地点に設けられた｡

遠方操作方式ほケーブル線を少なくするよう

れている｡巻上･横行用は自動追従装置をこより,

手の動きがただちにエンジンタワ内の制御器に伝達さ

れ,少数のケーブル本数で,制御器を直接操作すると同

様な効果をあげた｡走行片=･ま操作スイッチで行う｡

機外運転室には操縦に必要な各校器臭が完備されてい

る｡特に制御器具ほ必要補器を組合せた独特のデスクセ

ット式である｡このセットには巻▲上,横行位置を平面的

ホ装置も組み込まれているので,

夜間や濃霧中でも安心して正確な運転ができる._:別に両

塔の斜行距離表示器も完備されている.二

(A)稼動状況

木機ほ木春現地据付を完了した‥試運転の結果もい

たって良好で,ただちにならし 転より始めて稼動運

転に移った｡稼動状況は,新型キャリヤは予測された

とおり円滑に作動し,その他各装置とも好調で,高速

ケーブルクレーンとして相応わしい高惟能を発揮して

いる｡〕打設開始後の日も いので,まとまった統計的

資料ほないが,9月某日の実績ほ実働8時間のコンク

リート

搬時間約3.5分,

ま138回であった｡この数値ほ毎回運

働1日20時間として

6In3×20時間×60分/3.5分=2,060

≒2,000In3/day

第21図 高速ケーブルクレーンの機外運転

2,000皿3/dayの打設量に相当する｡全プラン†が完全

に整備される歳盛期には毎回運搬時間は2.5へ2.0分の

高速運転を持続できるものと期待されている｡

〔Ⅴ〕結

ケーブルクレーンのボタン式キャリヤは,その高速化

をほぼむものである｡ニれに代るべきキャリヤほ督国で

種々の方式を試みたが,いづれも満足な成果は得られな

かった｡日立製作所が試みた2種の無衝撃キャリヤのう

ち,ロープ牽引 は最も良好な実 を示した｡今回完成

した新型キャリヤほ高速化の院路を開いた画期的な改良

である｡この装置を応用することによって,横行速度の

制限は取り られ600m/min あるいはそれ以.上も可能

となった｡したがってボタンロープ式キャリヤの適用範

開ほ,小型･低速度に縮小さるべき 果となった｡

1952年春完成した田子倉ダムの25t高速ケーブルクレ

ーンほ,すぐれた恍能を有する記録的製品である｡その

成果は高 ケーブルクレーンの今後の在り方を示唆する

ものである｡また本機は日立ケーブルクレーンの40号様

に当るが,20余年前の1号機と比較してW,その飛躍的

進歩に感慨:深いものがある｡

最後にキャリヤ装置の改良にあたり,

うした建設省関東地方建設局藤原工

宮川開発建

多大の御支援を

事務所,三 県

部,東京都水道局小河内貯水池建設所,中

都電力株式会社井川建設所および各ダム地点の建設

係老の方々に く御礼を申し上げる次第である｡
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